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数
年
前
に
某
新
聞
の
文
化
欄

に
寄
稿
し
た
「
日
本
国
憲
法
に

お
け
る
地
方
自
治
の
保
障
の
意

義
」
と
い
う
題
名
の
エ
ッ
セ
イ

の
な
か
で
「
日
本
国
憲
法
に
地

方
自
治
に
関
す
る
規
定
が
置
か

れ
た
の
は
、
中
央
集
権
的
で
官

治
的
な
政
治
構
造
を
分
権
化
し

民
主
化
す
る
こ
と
で
、
住
民
の

人
権
を
守
る
自
治
体
が
国
の
暴

走
の
歯
止
め
と
な
り
、
日
本
が

二
度
と
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た

の
で
す
。」
と
書
い
た
こ
と
が
あ

る
。
当
時
は
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
認
め
る
安
保
関
連
法

の
施
行
直
後
で
あ
り
、
筆
者
な

り
に
危
機
感
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
振
り
返
る
と
、
日
本

が
具
体
的
な
紛
争
に
関
与
す
る

と
い
っ
た
切
迫
感
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、昨
年
2
月
に
始
ま
っ

た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

を
例
に
と
り
、
戦
後
秩
序
が
崩

壊
し
た
と
し
て
、
数
年
以
内
に

中
国
が
台
湾
へ
の
武
力
侵
攻
す

る
可
能
性
が
米
軍
周
辺
か
ら
声

高
に
説
か
れ
始
め
た
。
こ
れ
を

奇
貨
と
し
て
、
日
本
政
府
は
昨

年
末
に
安
保
三
文
書
を
改
定
し
、

そ
の
な
か
で
「
反
撃
能
力
」
と
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　「メーデー」とは本来五月祭を意味し、この日に
夏の訪れを祝う祭がヨーロッパの各地で催されてき
ました。この祭では労働者と使用者（労使）双方が
休戦し、共に祝うのが慣習でしたが、これが近代に
なって現在の「メーデー」へと転化し、「労働者の日」
メーデーが誕生しました。
　労働者の日としてのメーデーは、1886年 5月1
日に、シカゴ、ニューヨーク、ボストンなどアメリ
カ合衆国全土で、38万人以上の労働者と労働組合
が８時間労働制を求めるために、ストライキに立ち
上がりました。しかし、資本家は警察と結託し、2
日後シカゴの機械労働者 4 人が警察官に射殺され、
その 1日後、シカゴのヘイマーケット広場で労働者
の集会に誰かが爆弾を投げ込みました。警察は労働
組合メンバー8人を犯人として逮捕し、うち4名が
裁判で死刑となりました。資本家は労働組合に圧力
を加え孤立させながら、８時間労働制の約束を次々
廃棄しました（ヘイマーケット事件）。
　1890 年 5 月 1 日、フランス革命百周年の記念
日を迎え、フランスを本部とする第二インターナ
ショナルは、アメリカ労働組合の呼びかけに応じて、
アメリカ、ヨーロッパ、オーストラリア、ラテンア

メリカなど世界各地で一斉に集会やデモをすること
を決め、これ以降、毎年5月1日に世界各国でメー
デーが開催されるようになりました。「仕事に 8 時
間を、休息に 8 時間を、おれたちがやりたいこと
に 8 時間を !」（「8 時間労働の歌」）のスローガン
が訴えられました。
　第1次世界大戦後に設立された国際労働機関
（ILO）は、1919年の第1回総会で「工業的企業に
於ける労働時間を１日 8 時間かつ 1 週 48 時間に
制限する条約」（第1号条約）、1930年の第14回
総会で「商業及び事務所における労働時間の規律に
関する条約」（第30号条約）をそれぞれ採択してお
り、８時間労働制はグローバルスタンダードとなっ
ています。しかし、両条約とも日本政府は「労働基
準法三六条の労使協定（三六協定）で大幅な時間延
長ができる点などが条約に抵触する」ことを理由に、
労働時間に関する ILO 条約は全く批准しておらず、
労働時間短縮に背を向ける姿勢が明らかになってい
ます。
　日本では、第 1 次世界大戦後恐慌時の 1920 年
5 月 2 日に第 1 回のメーデー（主催：大日本労働
総同盟友愛会）が東京・上野公園で行われ、およそ
1万人の労働者が「８時間労働制の実施」「失業の
防止」「最低賃金法の制定」などを訴えました。翌
年からは 5 月 1 日となり、開催地や参加人数も増
えていきました。しかし、1936 年、二・二六事
件発生により戒厳令が敷かれた後、同年3月19日
付けで治安維持を目的とする内務省警保局通牒が発
せられ、3 月24 日にメーデー開催が禁止され、

1945 年まで戦争激化などの理由で開催されるこ
とはありませんでした。
　第二次世界大戦敗戦翌年の1946年、「働けるだ
け喰わせろ」をスローガンに掲げ、11年ぶりのメー
デーが通算で17回大会として盛大に開かれた（別
名「食糧メーデー」または「飯米獲得人民大会」）。 
全国で 100 万人、東京の宮城前広場に50 万人が
集まった。5 月12日には「米よこせ」を叫ぶ市民
が宮城内に入り、同19日には「食糧メーデー」が
25万人を集めて行われました。
　日本の主権回復後の 1952 年に行われた第 23 回
メーデーでは、片面講和と日本国とアメリカ合衆国と
の間の安全保障条約 への抗議も主張に含まれ、皇居
前広場へ向かおうとしたデモ隊の一部が警官隊と衝突
し、流血の惨事となりました（血のメーデー事件）。
　高度経済成長期には総評、同盟などの共催で統一
メーデーが続けられていましたが、労働組合の全国
中央組織の再編による組織対立の激化で、1989
年以降は統一メーデーの開催ができなくなり、日本
労働組合総連合会（連合）と非連合系の全国労働組
合総連合（全労連）や全国労働組合連絡協議会（全
労協）による分裂開催となっています。また、連合
は 2001 年以降 4 月の最終土曜日もしくは昭和の
日（水・木・金曜日に当たる場合）といった「4 月
（April）にメーデー（May Day）」を行うようになり、
一方で全労連や全労協のメーデーは5月1日開催を
続けています。なお、東京だけでなく、日本各地の
地区労組もそれぞれの地域でメーデーイベントを行
なっています。

どのような歴史があるのですか？メーデーとは何ですか？

　メーデー（ May Day）は、 5 月1 日に世界各
地で行われる労働者の祭典です。労働者が権利
を要求するために行進や集会などを行い、団結
の威力を示す。本来は、ヨーロッパの伝統的な
祝祭である五月祭を意味する。　　　　　　　
　　　     （ウィキペディアフリー百科事典より）

いま、改めて考える憲法と地方自治

いま、改めて考えるいま、改めて考える

称
す
る
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

の
保
有
を
認
め
た
。
憲
法
上
疑

義
の
あ
る
自
衛
隊
を
「
合
憲
」

の
域
に
か
ろ
う
じ
て
と
ど
め
て

い
た
「
専
守
防
衛
」
の
原
則
か

ら
逸
脱
す
る
も
の
だ
。
ま
た
、

2
0
2
3
年
度
予
算
で
は
防
衛

費
は
、
昨
年
比

　兆
円
増
の

　

兆
円
弱
と
な
っ
た
。
一
般
歳
出

の
な
か
で
は
、
公
共
事
業
費
、

文
教
・
科
学
振
興
費
を
凌
い
で
、

社
会
保
障
費
に
次
ぐ
予
算
占
有

率
と
な
っ
て
い
る
。
今
や
日
本

は
、
憲
法
が
禁
止
し
た
は
ず
の

「
軍
事
国
家
」
の
様
相
を
示
し

始
め
て
お
り
、
軍
事
に
対
す
る

社
会
の
抵
抗
力
も
弱
ま
り
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　冒
頭
に
引
用
し
た
文
章
に
照

ら
せ
ば
、
今
こ
そ
自
治
体
は
日

本
が
新
た
な
戦
争
の
道
に
歩
み

だ
さ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

と
し
た
姿
勢
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

答
え
は
簡
単
だ
。
何
よ
り
も
自

治
体
は
、
住
民
の
人
権
を
守
る

こ
と
を
最
優
先
に
し
、
政
府
の

動
員
に
加
担
し
な
い
こ
と
だ
。

　多
く
の
自
治
体
で
自
衛
隊
地

方
協
力
本
部
に
募
集
対
象
者（

　

歳
、
　歳
の
住
民
）
の
基
本
4
情

報
（
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
）
を
紙
媒
体
等
で
提
供
す

る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
紙

媒
体
等
で
の
提
供
は
住
民
基
本

台
帳
法
の
脱
法
行
為
で
あ
る
し
、

自
衛
隊
が
根
拠
と
し
て
い
る
自

衛
隊
法
施
行
令
1
2
0
条
も
そ

の
よ
う
な
趣
旨
を
定
め
て
い
る

条
文
で
は
な
い
（
詳
し
く
は
、

自
治
労
連
・
研
究
機
構
「
季
刊

自
治
と
分
権
」 

　号〔
2
0
2
3
年

春
号
〕
の
拙
稿
を
参
照
）。
何
よ

り
も
若
者
た
ち
を
戦
場
に
送
る

手
助
け
を
し
な
い
こ
と
、
日
本

国
憲
法
の
下
で
の
自
治
体
の
責

務
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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憲法と地方自治憲法と地方自治

ほんだ　たきお
本多　滝夫氏
龍谷大学教授 / 

滋賀自治体問題研究所理事長
滋賀自治体問題研究所ホームページ
http://shigajichiken.cocolog-nifty.com/

５
月
３
日
は
憲
法
記
念
日



【問題】上の絵と下の絵を比べると７カ所
　　　  間違いがあります。どこでしょう。

▶ WEBで
簡単応募が
できます

《
３
３
8
号
（
二
次
締
切
） 》

　
　
　
　
　
　  《 

当
選
者
３
名 

》

桑
野
　
麻
希
様   

大
津
市
労
連

新
開
　
一
広
様   

大
津
市
労
連

野
澤
　
淳
　
様   

滋
賀
自
治
体

　
　
　
　
　
　
一
般
ユ
ニ
オ
ン

《
３
３
9
号
（
一
次
締
切
） 

》

（
一
次
締
切
）
5
月
　
日
（
月
）

（
二
次
締
切
）
5
月
　
日
（
水
）

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
。（
一
次
締

切
日
を
過
ぎ
て
郵
送
さ
れ
た
方

に
も
当
選
権
あ
り
。
二
次
締
切

当
選
者
は
翌
々
月
号
に
発
表
）

                   《 

当
選
者
４
名 

》

加
藤
　
義
弘
様    

滋
賀
県
職

朝
加
　
広
郷
様   

大
津
市
労
連

清
水
　
拓
也
様   

大
津
市
労
連

奥
山
　
裕
二
様   

大
津
市
労
連

《
前
号
の
正
解
》
サ
ク
ラ
フ
ブ
キ

【
応
募
方
法
】

　
W
E
B
・
ハ
ガ
キ
又
は

F
A
X
で
。
答
え
、
住
所
、

氏
名
、
単
組
名
、
職
場
の
で
き

ご
と
、
話
題
、
家
族
の
た
よ
り

な
ど
、
ひ
と
こ
と
お
書
き
く
だ

さ
い
。（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０̶

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３ ̶

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
F
滋
賀
県

自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

F
A
X
０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２

30

1531

　◎
こ
の
4
月
に
、
中
学
校
と
高
校

に
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち
、
私
自
身

も
職
場
を
異
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
新

し
い
環
境
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。

素
敵
な
一
年
に
な
る
よ
う
に…

。

                  

H.
T
  

日
野
町
職
労

　◎
定
年
退
職
後
の
「
再
任
用
」
も
、

こ
の
4
月
か
ら
い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
・
イ

ヤ
ー
で
す
。
は
る
か
年
下
の
正
規
職
員

さ
ん
の
下
で
働
く
こ
と
に
対
し
て
は
、

何
の
抵
抗
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

か
ら
、“そ
の
先
”を
考
え
て
お
か
な
き
ゃ

な
り
ま
せ
ん
ね
〜
。

 
 
 
 
 
 
A.
N
  

自
治
体
一
般

 

　◎
息
子
が
学
会
で
北
海
道
に
行
き
ま

し
た
。
今
回
も
前
回
同
様
ポ
ス
タ
ー
発
表

で
、
前
回
は
上
手
く
発
表
で
き
な
か
っ
た

と
の
こ
と
な
の
で
、
今
回
は
、
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　  

　 

M.
H
  

滋
賀
県
職

　◎
コ
ロ
ナ
で
途
絶
え
た
仲
間
と
の
再

開
や
家
族
旅
行
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が

徐
々
に
復
活
し
て
い
ま
す
。
人
は
や
は

り
面
と
向
か
い
合
っ
て
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
社
会
が
形
成

さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
す
。
組
合
対
抗
の
野
球
大
会
も
復

活
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

                   

Y .
O
大
津
市
労
連

　◎ 

夏
の
暑
い
日
、
冬
の
寒
い
日
、
雨

で
も
雪
で
も
毎
日
通
学
路
に
立
っ
て
く

だ
さ
る
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド
の
皆
様
の
お

か
げ
で
子
供
達
が
安
全
に
登
校
で
き
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
体
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

 
 
 
 
 
 
 M.
H 

大
津
市
労
連
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く ら し と 統 計
ランドセル／「黒」減少、「赤」３位
　新１年生が背負うピカピカのランドセル。 
2022 年春入学した児童のために購入したラ
ンドセルの色は、男児の「黒」が年々減少し、
女児は「赤」に代わり「紫・薄紫」がトップに――。 
　日本かばん協会ランドセル工業会のアンケー
ト調査（対象は保護者ら1500人）の結果です。
　かつて男児の定番色だった「黒」は、2019
年に68.１％とほぼ７割を占めていましたが、
年々減少して昨年は６割を下回りました。一方、
女児の「赤」は20年まで１位を続けていました
が、21年に「紫・薄紫」が逆転してトップ交代。昨年は「桃」にも抜かされ３位。
さらに水色も伸長するなど、ランドセルの色の多様化が進んでいます。
　購入金額も年々上昇し、昨年は平均５万6424 円。だれが支払ったかを
聞くと、祖父母が 55％（父方と母方の合計）でした。かわいい孫のためな
ら出費は痛くない !?

話 題 の 映 画 主席指揮者の栄光と挫折 
『TAR/ ター』 トッド・フィールド監督（脚本・製作）

万葉線（富山）地方交通を考える③

　
1
9
3
3
年
に
全
通
し
た
中

越
鉄
道
（
の
ち
に
富
山
地
方
鉄

道
）
射
水
線
は
、
県
庁
所
在
地

富
山
と
日
本
海
の
重
要
港
湾
で

あ
る
伏
木
港
を
結
び
、
放
生
津

潟
と
呼
ば
れ
る
潟
湖
の
砂
州
の

上
を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
戦
後
、
日
本
海
に
も
大
型
船

の
寄
港
可
能
な
港
湾
が
必
要
と

な
り
、
放
生
津
潟
を
利
用
し
て

富
山
新
港
を
整
備
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
大
型
し
ゅ
ん
せ

つ
船
を
放
生
津
潟
に
入
れ
る
た

め
、
港
口
を
切
断
し
外
海
と
潟

湖
を
接
続
す
る
こ
と
と
な
り
、

1
9
6
6
年
に
新
港
東
口（
予
定

地
）・
越
ノ
潟
間
を
廃
止
し
、

越
ノ
潟
以
西
は
富
山
地
方
鉄
道

か
ら
加
越
能
鉄
道
に
移
管
さ
れ

新
湊
港
線
と
な
り
ま
し
た
。
両

駅
間
は
県
営
の
フ
ェ
リ
ー
で
連

絡
さ
れ
、
新
港
東
口
以
東
は

1
9
8
0
年
4
月
1
日
に
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
最
後
の
市
内
軌
道
？

　
富
山
地
方
鉄
道
は
1
9
4
8

年
に
高
岡
軌
道
線
区
間
に
あ
た

る
地
鉄
高
岡
・
伏
木
港
間
を
開

業
し
、
こ
れ
以
降
長
ら
く
軌
道

線
の
新
規
設
置
が
な
か
っ
た
た

富山新港工事により分断されるも、時代を超えて
行政と地域住民の運動で走り続ける鉄道

め
、『
日
本
最
後
の
市
内
軌
道

計
画
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
。1
9
5
1
年
に
米
島
口
・

新
湊
間
が
開
業
し
、
前
述
の
射

水
線
と
接
続
さ
れ
、
高
岡
か
ら

新
湊
経
由
で
富
山
ま
で
の
直
通

運
転
が
開
始（
1
9
6
6
年
の

富
山
新
港
開
削
時
に
廃
止
）さ

れ
ま
し
た
。
1
9
5
9
年
に
高

岡
市
内
交
通
一
元
化
の
た
め
、

高
岡
軌
道
線
が
加
越
能
鉄
道
に

譲
渡
さ
れ
、
1
9
6
6
年
の
新

湊
港
線
譲
渡
に
よ
り
加
越
能
鉄

道
が
一
元
的
に
管
理
・
運
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
米
島

口
・
伏
木
港
間
の
伏
木
線
を
廃

止
し
、
現
在
の
万
葉
線
（
高
岡

駅
か
ら
越
ノ
潟
：
.
9
Km
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
を
巻
き
込
ん
だ
存
続
運
動

3
セ
ク
設
立
へ

　
1
9
9
8
年
2
月
、加
越
能

鉄
道
は
、
国
か
ら
の
欠
損
補

助
打
ち
切
り
を
機
に
、
利
用

者
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
と
し
て
、
万
葉
線
を
廃

止
。
バ
ス
代
替
輸
送
に
転
換

し
た
い
と
表
明
し
ま
し
た
。

万
葉
線
沿
線
の
高
岡
・
射
水

両
市
で
は
、
万
葉
線
が
両
市

の
重
要
な
生
活
路
線
で
あ
り
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
す
べ
き
都
市
施
設
で
あ
る

と
し
て
、
そ
の
存
続
に
向
け

精
力
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
市

議
会
は
も
と
よ
り
、
市
内
の

各
種
団
体
や
多
く
の
市
民
が

積
極
的
に
参
画
し
、
ま
さ
に

両
市
を
挙
げ
て
の
検
討
・
協

議
の
結
果
、
万
葉
線
は
第
3

セ
ク
タ
ー
方
式
の
新
会
社
で

存
続
さ
せ
る
と
の
結
論
に
至

り
、
株
式
会
社
万
葉
線
が

2
0
0
1
年
3
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　
新
会
社
の
設
立
に
当
た
っ

て
は
、富
山
県
・
高
岡
市（
人

口
　
万
人
）・
射
水
市
（
人
口

9
万
人
）、
地
元
企
業
等
か
ら

の
出
資
金
に
加
え
、
多
く
の

一
般
市
民
か
ら
寄
付
金
が
寄

せ
ら
れ
、
地
元
自
治
体
、
住

民
、
企
業
・
団
体
の
「
熱
意

と
行
動
」
に
支
え
ら
れ
、

2
0
0
2
年
4
月
1
日
か
ら

新
生
万
葉
線
と
し
て
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

利
便
性
向
上
と
市
民
協
働
に
よ
る

維
持
・
利
用
促
進
運
動

　（1
）
L
R
V
の
導
入
と
終
電

時
間
の
繰
り
下
げ

　万
葉
線
で
は
積
極
的
に

L
R
V(
L
i
g
h
t
 r
a
i
l
 

v
e
h
i
c
l
e)

を
導
入
し
て

お
り
、
現
在
で
は
従
来
型
電

車
5
両
と
L
R
V
6
編
成
を

所
有
し
、
昼
間
　
分
間
隔
で

の
運
行
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
岡
駅
発
の
最
終

電
車
は
　
時（
日
曜
運
休
、
中

新
湊
止
ま
り
、
越
ノ
潟
行
き

は
　
時
）と
な
っ
て
お
り
、
金

曜
日
（
祝
日
除
く
）
に
は
　

時
発
中
新
湊
行
き
シ
ン
デ
レ

ラ
便
を
運
航
し
て
い
ま
す
。

　（2
）
万
葉
線
対
策
協
議
会

　万
葉
線
を
維
持
確
保
し
、
沿

線
住
民
の
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
目
的
と
し
て
1
9
8
0
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
高
岡
・

射
水
両
市
を
始
め
、
両
市
の

市
議
会
、
商
工
会
議
所
、
連

合
自
治
会
、
連
合
婦
人
会
及

び
万
葉
線
株
式
会
社
で
構
成

さ
れ
、
毎
年
、
万
葉
線
利
用

促
進
の
た
め
に
様
々
な
事
業

（
高
岡
七
夕
ま
つ
り
や
新
湊
新

港
花
火
大
会
に
万
葉
線
を
利

用
し
て
出
か
け
た
場
合
、
帰

り
の
無
料
乗
車
券
を
配
付
な

ど
）
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　（3
）
万
葉
線
を
愛
す
る
会

　万
葉
線
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
1
9
9
8
年
に
設
立
さ

れ
、
年
会
費
は
個
人
１
口
千

円
、
法
人
１
口
１
万
円
で
会

員
期
間
は
毎
年
　
月
1
日
〜

翌
年
9
月
　
日
で
す
。
会
員

に
は
、
会
員
証
の
他
、
会
員

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
万
葉
線
セ
ッ

ト
回
数
券（
7
7
0
円
分
セ
ッ

ト
、
法
人
会
員
の
場
合
は
1

口
に
つ
き
5
5
0
0
円
分
）と

年
１
回
の
会
報
が
郵
送
さ
れ
、

特
典
協
力
店
よ
り
、特
典
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
行
政
だ
け
で

な
く
経
済
界
や
住
民
を
巻
き

込
ん
で
維
持
・
利
用
促
進
運

動
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
万

葉
線
の
特
徴
で
す
。
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　世界最高峰のオーケストラを舞台に、女性指揮者の栄光と挫折、心に広が
る闇を描いた作品。今年の米アカデミー賞で作品賞など６部門にノミネート
されました。女性として初めてベルリンフィルの首席指揮者に就任し活躍す
るリディア・ター（ケイト・ブランシェット）。作曲者としての才能も発揮し、
多忙な日々を送っていたが、ターがかつて指導したクリスタという若手の指
揮者が自殺……。５月12日から全国公開。


